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いる。 
〈教師の判定に抗議が殺到〉 
エピソード2 
T：じゃあ，先生が「たべもの」なかえとしおって言ったら
スタートですよ。いきます。 
(音読①) 
C：こわい，こわい。(緊張感が漂い，静かに教師の判定を
待つ。) 
T：じゃあ，先生が決めて良いですか？赤チームの勝ちです。
なんでかっていうと，(教師が言いかけたところで，それを
制止するように子どもから抗議の声が次々と上がる。) 
C：簡単だからそっち(赤チーム)は。 
C：そっち(赤チーム)は簡単！ 
C：こっち(青チーム)は言い方難しいところがあるんだよ。 
C：頑張ろう，頑張ろう。 
C：(赤チームは)ほとんどが4文字だから簡単。 
T：みんなで呼吸を合わせて，すくっと立つことが大事です。 
C：みんなで声合わせて大きくやろう。 
C：フウト君，それじゃあ寝っ転がってるでしょ，ちゃんと
しゃがんで。 
(2020年9月4日フィールドノーツ) 
 授業でのねらいは詩の韻律・リズムを理解する
ことであったが，児童からはそれに迫る発言があ
ったことがわかる。筆者は，児童の音読に対する
フィードバックとして，どちらのチームの音読が
よかったかの勝敗を伝えている。すると，後半部
分を担当した青チームは，そもそも自分たちの担
当する部分は「言い方が難しいところがある」と
教師の判定に対して反論している。詩を読むとわ
かる通り，「くるんくるん こんにゃく」からの後
半部分は詩の韻律・リズムが複雑になっていくの
である。児童の「簡単－難しい」という発言は，
詩を音読して分かった詩の韻律・リズムの特徴を
表現している言葉であると解釈できる。さらに，
「(赤チームは)ほとんどが4文字だから簡単」と
いう発言は，なぜ(赤チームは)簡単なのかテキス
トに立ち返って理由を説明している。座って読ん
でいたときには埋もれていた詩の構造が，身体動
作から感じられた子どもの実感として際立って表
現されている。 
〈ゲームの勝敗予想と実感の共有〉 
エピソード3 
(音読②) 
C：絶対こっち(青チーム)だ，絶対。(ゲームの勝敗を予想
している) 
T：今のは，青チーム。じゃあ，次，もっとレベルアップし
ていいですか？ 
(説明中略：チームで担当する部分をオノマトペとたべもの
の名前に分けて音読を行うという趣旨を実演交えながら説
明する) 
(音読③) 
(終わった後，笑いが起きる) 
C：今のどっち勝った？ 
T：今のは難しいなぁ。青チームはだんだん良くなっていっ
てたね。 
C：かな先生，こっち忙しい。 
C：スクワットだ，スクワット 
(2020年9月4日フィールドノーツより) 
 エピソード3での音読はチームで担当する部分
の入替が多いため絶えず屈伸運動をしているよう
な状態である。(児童はそれを「スクワット」と表
現している)この事例からは，児童が自分の音読に
対してうまく音読できたかどうか実感する姿が描
出されている。児童の「絶対こっちだ，絶対」と
いう発言からは自身の音読の良し悪しを捉えてい
ることがわかる。エピソード2では，教師は判定
基準として「すくっと立つ」という身体動作を挙
げているが，児童はその基準をもとに屈伸運動で
の身体感覚に注目し勝敗を予想し始めていると考
察される。さらに，音読③が終わった後に，顔を
見合わせながら児童の間で笑いが起こっている。
エピソード2まで教師から伝えられる勝敗を「こ
わい，こわい」と静かに待っていたのに対し，エ
ピソード3では児童同士で音読した後の感覚を共
有して楽しむ時間が生まれている。エピソード 1
の音読活動では，間違えてもそのまま音読を続け
ていたのに対し，エピソード2，3では音読がうま
くいったかどうか感覚を学習者自身が認識してい
ることがわかる。 
〈スクワット音読のアンコール〉 
エピソード4 
「もう一回筋トレやりたい」「今度，(読む部分の担当を)変
えてやりたい」と屈伸運動をしながらの音読をやりたいと
いう児童もいる中，筆者は「もっとレベルアップしてもい
いですか？」と手拍子を打ち始めた。児童もそれに次いで
手拍子を始める。そのまま，筆者が詩の音読をしてみせる
と児童もぶつぶつそれに合わせて音読を始めた。「じゃあ，
次は手拍子に合わせて音読してみましょう。」と教師が指示
を出し音読を始めた。手拍子だけをする児童や手拍子はせ
ず詩の音読だけをする児童が数人いた。また，手拍子をし
ながら詩を読み上げるのが難しいからか声の音量が小さく
なる児童も多くいた。音読が終わると，少し沈黙があり，
頭を叩きながら音読をしていたヒナタ君は，「頭痛くなった
ー。だって僕頭叩きながらやってたんだもん。」と言った。
筆者は「手拍子以外に何かアイディアはありますか？」と
次の活動へと移った。 
(2020年9月4日フィールドノーツより) 
 この事例からは，個人の活動や一回きりの活動
のみで実感を形成することの難しさを描出してい
る。手拍子をしながらの音読では，一人ひとりが
音読することへ精一杯なようで児童のほとんどは
教科書に目をやっていた。エピソード2，3での音
読では，フウト君に「ちゃんとしゃがんで」と注
意していたり，2 人で手をつなぎながら屈伸して
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